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▲湿地整備イメージ図

　市では、城崎町戸島地区の元水田などをコウノトリが舞い降りることのできる湿地として整
備する『（仮称）「ハチゴロウの戸島湿地」整備基本構想・計画』を策定しました。
　この構想・計画は、今年２月に死亡した野生コウノトリ「ハチゴロウ」がエサ場として頻繁
に利用していた水田を、地元の方の協力を得ながら市が買い取って整備し、将来にわたってコ
ウノトリが舞い降りることのできる湿地として保全していくものです。
　基本構想・計画書は、市のホームページのほか、コウノトリ文化館、市立図書館でご覧いた
だけます。

《問合せ》コウノトリ共生課コウノトリ共生係

楽々浦地区 

城崎大橋（円山川） 

戸島地区 

楽々浦 

▲（仮称）ハチゴロウの戸島湿地
のハチゴロウとミズアオイ

　（平成１７年９月撮影）

（仮称）ハチゴロウの戸島湿地とは？

　円山川の河口から約３．５キロメートル地点に位置し、周辺は海・湾・

山・川・田が隣接してまとまっている自然豊かな湿地です。この特徴

的な自然は、汽水域の魚や湿地性の植物などの貴重な生息・生育場所

となっています。

　その湿地で平成１７年初夏から１羽の野生コウノトリ「ハチゴロウ」

（平成１４年８月５日豊岡へ飛来）が、毎日のように舞い降りて採餌して

いました。多くの人々に愛された「ハチゴロウ」は、コウノトリとと

もに暮らす具体的なイメージや希望を私たちに与えてくれる存在でし

た。その功績を未来に伝えるため、また今後も勇気を持ってコウノト

リとともに生きるまちづくりを進めていくために、湿地の名称に「ハ

チゴロウ」を付けることとしました。
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　「コウノトリのエサ場となる湿地」の基本的な維持管理に関する知識・技術を
学ぶ勉強会を開催します。勉強会は、全６回で講義と市内の湿地での実地研修
により、湿地管理の手法を学びます。ビオトープ水田等湿地づくりに取り組ん
でいる方や今後取組みを計画されている方などは、ぜひ、参加ください。
◇対　象　者　コウノトリのエサ場としての湿地維持管理について関心のある方
◇募集人員　２０人（先着順）
◇受　講　料　無料
◇開催期間　６月～１２月（合計６回）

※〈メインアドバイザー〉県立人と自然の博物館　主任研究員　三橋弘宗さん
◇持　ち　物　長靴・軍手など
◇申込方法　受講申込書に必要事項を記入の上、コウノトリ共生課に持参または郵送、ファックス、

メールで申し込みください。なお、申込書は、市のホームページからダウンロードできる
ほか、コウノトリ共生課、コウノトリ文化館で配布しています。

◇申込期間　５月３０日（水）～６月８日（金）
《申込み・問合せ》
　コウノトリ共生課　ＦＡＸ ２４－８１０１　メールアドレス　ｋｏｕｎｏｔｏｒｉｋｙｏｕｓｅｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｙｏｏｋａ．ｌｇ．ｊｐ

湿地管理に関する勉強会　受講生募集

内　　　　　　容場　　　所開　　催　　日回

〈講義と現場観察〉
コウノトリが舞い降りる湿地とは？ほか

楽々むら　八角堂
（城崎町楽々浦）

６月１７日（日）１３：００～１６：００１

〈湿地視察研修〉
三方五湖と中池見湿地の取組み

福井県７月１６日（月・祝）８：００～２０：００２

〈管理技術の実地研修〉
植生と水の管理手法について　その１

楽々むら　八角堂
８月１９日（日）１３：００～１６：００３

〈管理技術の実地研修〉
湿地へ魚を呼び込む手法について

９月３０日（日）１３：００～１６：００４

〈管理技術の実地研修〉
植生と水の管理手法について　その２

市　内
１０月２８日（日）１３：００～１６：００５

〈ワークショップ〉
コウノトリ舞い降りる湿地へ…

１２月２日（日）１３：００～１６：００６

〈（仮称）「ハチゴロウの戸島湿地」整備基本構想の概要〉
■湿地の整備方針
①コウノトリが舞い降りることのできる湿地にする。

・汽水域（海水の混じった水域）をつくり、

楽々浦湾と水路でつないで円山川から魚を遡

上させるようにする。

・水深は約１５センチメートルとし、コウノトリ

が餌を採りやすいようにする。

②周辺農地との共存を図る。

　・農業用水としても利用できる淡水域をつくる。

③観光や環境学習に活用できるように整備する。

・コウノトリや生物を観察できる施設を作る。

■整備スケジュールは？

■湿地の維持管理方法
　持続的・自立的な湿地の維持管理を目指し、

ＮＰＯ等の団体が全国からの寄付によって運営

していくことを目指します。整備工事と併行し

て開催する湿地の維持管理に関する勉強会で具

体的な方法を考えます。

■いろいろな湿地との連携
　もう一度コウノトリが野生で暮らせる自然を

取り戻すには、できるところから「水辺」を造

成（小さな食物連鎖ピラミッドの再生）し、それ

らをネットワーク化（大きな食物連鎖の復活）

していくことが必要です。

　（仮称）ハチゴロウの戸島湿地では、市内のさ

まざまな湿地と連携しながらコウノトリが豊岡

に定着できるよう取り組んでいきます。

〈平成１９年度〉
・実施設計
・整備工事

〈平成２０年度〉
・整備工事
・開園　　

→


